
　
京
都
府
社
協
は
、
昨
年
末
に
府
内
の
25
市
町
村
に
対
し「
成
年

後
見
制
度
等
に
関
す
る
現
況
調
査
」を
行
っ
た
。
各
自
治
体
で
は
、

成
年
後
見
制
度
の
充
実
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
障

害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
や
障
害
者
総
合
支
援
法
の
制
定
、
ま

た
、
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
な
ど
法
整
備
と
相
ま
っ
て
鋭
意
進

め
ら
れ
て
い
る
▼
し
か
し
、
そ
の
取
組
み
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
正
直
な
と
こ
ろ
ど
の
推
進
機
関
も
あ
ま
り
把

握
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
今
回
①
首
長
申

立
て
の
件
数（
実
績
）は
ど
の
ぐ
ら
い
か
、
②
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
の

対
象
者
の
範
囲
は
ど
う
定
め
て
い
る
の
か
、
③
ま
た
、
そ
の
予
算
の
確
保
状
況

は
ど
う
か
、
④
高
齢
者
と
障
害
者
の
別
で
は
ど
う
か
等
々
の
調
査
を
行
っ
た
▼

詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
調
査
で
一
定
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

は
、
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
市
町
村
間
の
取
り
組
み
姿
勢
に
か
な
り
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
首
長
申
立
て
」件
数
で
は
市
部
に
お
い

て「
0
」件
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
す
で
に「
46
」件
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
ま
た
、「
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
」の
対
象
者
の
範
囲
で
も「
首
長
申

立
て
」に
限
定
し
て
い
る
自
治
体
が
半
数（
未
実
施
の
自
治
体
を
含
め
て
）以
上

あ
る
な
ど
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
取
組
み
に
か
な
り
の「
温
度
差
」が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
利
用
支
援
事
業
の
予
算
額
に
も
そ
の
傾
向
が
表
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
義
務
化
に
伴
っ
て「
と
り
あ
え
ず
予
算
化
」し
て
い
る
か
の
如

く
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
▼
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
市
民
後
見

人
の
養
成
や
専
門
職
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
協
な
ど
と
連
携
し
て
の
充
実
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
併
せ
て
伺
っ
た
が
、
半
数
以
上
の
自
治
体
が「
不

明
」で
あ
る
と
し
て
、
具
体
策
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
▼
京
都
の
現
時
点
に
お
け
る
成
年
後
見
人
の
選
任
状
況
な
ど
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
必
要
と
し

て
い
る
人
た
ち
に
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
う
い
っ
た
後

見
人
を
養
成
・
育
成
す
る
の
か
、
ど
の
ぐ
ら
い
養
成
す
べ
き
か
な
ど
分
析
を
と

お
し
て
計
画
的
に
推
進
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
市
町
村
を
支
援
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
特
に
市
民
後
見
人
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
地

域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
養
成
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
や
継
続
的
な
質
の
担
保
を
ど

う
す
る
の
か
な
ど
の
課
題
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
い
と
、
先
の
見
え
な
い

課
題
に
闇
雲
に
取
組
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
、

推
進
を
図
る
側
の
宿
題
と
し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。 

（
Ｍ
Ａ
）

●平成25年度
京都府社会福祉協議会事業計画
●平成25年度
京都府社協事務局体制
●夢中！ 熱中！ ふくしびと
京都ふれあい工房 岩田薫さん

岩田さんの調理の様子
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1 

特
徴
的
な

動
向
と
対
応

●  

社
会
的
孤
立
、
生
活
困
窮
者
の

増
大
等
を
背
景
と
す
る
福
祉
課

題
・
生
活
課
題
の
顕
在
化

●  

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、

地
方
分
権
改
革
の
進
展
と
社
会

福
祉

●  

高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
等
、
社

会
福
祉
各
分
野
の
制
度
改
革
の

進
展

●  

社
会
福
祉
法
人
、
社
協
の
役
割

を
発
揮
す
べ
き
対
応
課
題
と
活

動
強
化

●  
第
三
次
中
期
計
画（
24
〜
26
年

度
）
2
年
目
の
着
実
な
事
業
推

進2
重
点
テ
ー
マ

（
１
）  孤
立
を
見
逃
さ
ず
自
立
し
た

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

「
絆
ネ
ッ
ト
」の
推
進

（
２
）  生
活
困
窮
者
等
の
自
己
実
現

と
自
立
支
援

（
３
）  府
民
の
生
活
を
支
え
る
権
利

社会的孤立（無縁社会の広がり）や生活困窮者の増大等を背景に、福祉課題・生活課題がさまざまな
様相で顕在化している中、「社会保障と税の一体改革」や地方分権改革の進展、高齢・障害・児童等
の社会福祉各分野の制度改革等が進められており、社会福祉協議会においても、「社協・生活支援活
動強化方針」により、今日の生活困窮者支援に積極的に取り組もうとしております。京都府社会福
祉協議会では、第３次中期計画の２年目となる平成25年度、「５つのアクションプラン」と「２つ（組
織・財政）の基盤強化」を中心に下記の重点事業に取り組んでまいります。また、取組みをすすめる
にあたっては、事業の重点化とアウトカム（成果・結果）を重視するとともに、取組と成果の可視化
に努め、評価の視点をもって計画的に事業を推進します。

広
報
、
利
用
促
進

●  

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
、

法
人
後
見
の
取
組
検
討
、
京
都

府
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携

●  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

の
充
実
・
強
化（
事
業
所
へ
の

巡
回
、
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談
員
研

修
）

●  

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
事
業
の
周
知

4 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

人
材
確
保
・

定
着
・
育
成

　
引
き
続
き
需
要
が
高
い
福
祉
人

材
確
保
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
専
門
性
の
向
上
及
び

定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●  

福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
の
充
実

● 

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
の
開
催

（
全
体
、
地
域
）

●  

大
学
等
と
連
携
し
た
福
祉
人
材

確
保
事
業

●  

き
ょ
う
と
介
護
・
福
祉
ジ
ョ
ブ

ネ
ッ
ト
運
営
事
業

●  

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
型
生
涯
研

修
課
程
の
本
格
実
施

5 
防
災
・
減
災
の

ま
ち
づ
く
り
と

災
害
時
要
配
慮
者

支
援
の
取
組
み

　
日
頃
か
ら
の「
顔
の
見
え
る
関

係
」づ
く
り
が
災
害
時
の
助
け
合

い
の
基
本
。
サ
ロ
ン
や
声
か
け
を

大
切
に
し
つ
つ
、
災
害
時
要
配
慮

者
支
援
の
備
え
、
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

●  

防
災
・
減
災
に
つ
な
げ
る
見
守

り
・
声
か
け
・
サ
ロ
ン
活
動

●  

各
市
町
村
常
設
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
促
進

●  

京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
事
業
の
推
進

●  

京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
画

平成25年度

平成25年度

実
務
の
精
度
向
上

●  

生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
の
適
切

な
債
権
管
理
の
推
進
と
償
還
促

進
方
針
に
基
づ
く
償
還
支
援
の

強
化

●  

生
活
困
窮
者
の
生
活
・
就
労
支

援
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
、
社
会
的
提
言
及
び
広
報

●  

介
護
福
祉
士
等
修
学
貸
付
に
よ

る
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
取
り
組

み

＜上記以外の重要事業＞（一部再掲）

●  （第２回）きょうと地域福祉活動実
践交流会
（市町村社協連合会と共催）
● 介護・福祉サービス第三者評価事業
●  企業・経済界との連携（京都CSR推
進協議会への参画・協働）　

●府社協独自研修の開催　など

地
域
福
祉
活
動
や
サ
ロ
ン
等

に
よ
る「
絆
ネ
ッ
ト
」を
推
進

し
、
生
活
支
援
活
動
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

●  

小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
、

高
齢
者
見
守
り
強
化
事
業

の
展
開

●  

商
店
や
事
業
者
等
と
の
連

携
に
よ
る
見
守
り
活
動
の

重
層
化

●  

地
域
の
つ
な
が
り
・
生
活

支
援
活
動
を
広
げ
る
取
組

み
の
推
進

●  

き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践

交
流
会
の
開
催

2 

生
活
困
窮
者
等
の

自
己
実
現
と

自
立
支
援

　
生
活
困
窮
者
へ
の
経
済
的
な
自

立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
自
己

実
現
の
援
助
を
め
ざ
し
、
生
活
福

祉
資
金
の
貸
付
及
び
借
受
世
帯
へ

の
相
談
援
助
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

債
権
管
理
の
適
正
な
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

●  

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
相

談
支
援
体
制
の
整
備
、
運
用
・

Ⅰ
基
本
方
針

Ⅱ
重
点
事
業

京都府社会福祉協議会
事業計画（概要）

京都府社会福祉協議会
事業計画（概要）

3 

府
民
の
生
活
を

支
え
る
権
利
擁
護

　
誰
も
が
自
分
ら
し
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
や
利
用
援
助
、
相
談
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）の

擁
護

（
４
）  福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
・

育
成

（
５
）  防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

と
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
の

取
り
組
み

1 

孤
立
を
見
逃
さ
ず

自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の

「
絆
ネ
ッ
ト
」の
推
進

　
孤
立
し
が
ち
な
人
と
の
つ
な
が

り
作
り
の
活
動
を
一
層
広
げ
、
小

新聞配達を通じた見守り

就職フェアの様子
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常務理事・事務局長

　
４
月
１
日
付
け
で
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー
の
雇
用
推
進
室
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
。

　
京
都
府
で
行
政
事
務
を
24
年
間

経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
福
祉
の

仕
事
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。

　
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ

て
い
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
々
の
出
会
い
、
そ
し
て
そ
の

瞬
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
私
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

の
新
た
な
一
員
と
し
て
、
業
務
に

励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

総務部

新入職員のコメント

福祉人材・研修センター
雇用推進室
小林　充典

京都府福祉人材・研修センター

総務部長
神戸　望

よろしく
お願いします

常務理事
宮本　隆司

理
事
会

事務局長
田尾　直樹

事務局次長
秋元　正保 主事

岸　佑太
嘱託

西川　茉波

副主査
渡邊　一真

主任
麻生いづみ

主任
廣澤　美佳

主事
田村　美里

代替職員
塚脇　崇之

嘱託
今井　友恵

主任
菊本　隆博

主任
桝田　りえ

主査
西澤　直記

主査
川村　英之

償還相談員
酒見　隆俊、高橋　義周

主事
西木　奈央

主事
北尾　尚子

嘱託
高松　郁子

嘱託
山尾　雪乃

嘱託
前川　朋美

嘱託
小林さゆり

嘱託
高橋　美樹

京都府福祉人材・研修Ｃ所長
小西　雅彦

京都府福祉サービス
運営適正化委員会

福祉人材課長事務取扱
小西　雅彦

主任
鈴木　彩

非常勤嘱託
清水　裕子

福祉人材マッチング事業
チーフ 川崎　一広　相談員 日比野久美枝　開拓員 小泉　清裕

保育人材マッチング支援事業
相談員 池田健一郎　相談員 新田　弘美　相談員 若山　和美

主任
足立　隆司

兼務（副主査）
小倉　孝

副主査
小倉　孝

兼務（主任）
足立　隆司

主事
浅見　陽子

非常勤嘱託
中西真三子

主事
鈴木亜裕美

雇用推進担当室長
小林　充典

副主査
篠村　崇

兼務（嘱託）
西川　茉波

研修課長事務取扱
田畑　ゆかり

参事
田畑　ゆかり

事務局長
小瀬　泰之

福祉部長
武田　知記

総務課長
薮田　弥生

福祉経営推進室長事務取扱
神戸　望

民生課長
坂田　徹

生活支援Ｃ所長事務取扱
秋元　正保

地・Ｖ課長事務取扱
武田　知記

京都ジョブパーク生活相談コーナー
相談員 西川　尚美

主　査
大林　孝至

主　事
矢野光樹子

平成25年度

京都府社協 事務局体制

福祉部

評
議
員
会

会　長

副会長
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私
が
京
都
ふ
れ
あ
い
工
房
で
働
き

始
め
て
４
年
が
た
ち
ま
し
た
。ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
こ
の
仕
事
を
見
つ
け
る
ま

で
は
、
大
学
生
協
の
食
堂
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
毎
日
多
く
の
学
生
さ
ん

に
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
手
料
理
で
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、
調

理
の
仕
事
が
し
た
い
」と
思
っ
て
、
転

職
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
カ
フ
ェ
で
は
職
員
２
名
と
メ
ン

バ
ー
さ
ん
６
名
が
午
前
と
午
後
に
分

　
平
成
25
年
３
月
２
日（
土
）綾
部
市
に

お
い
て「
も
い
ち
ど
　
み
ん
な
で
　〝
え

ん
〞結
び
〜
見
つ
め
な
お
す
・
学
び
な
お

す
・
結
び
な
お
す
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
て

「
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流

会
Ｉ
Ｎ
綾
部
」（
地
域
福
祉
活
動
実
践
交

流
会
実
行
委
員
会
他
主
催
）を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
や
や
雪
模
様

と
な
り
ま
し
た
が
、
京
都
府
内
各
地
か

ら
６
０
０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
各
地
の
先
進
的
な
地
域
福
祉
実
践

に
つ
い
て
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が

か
れ
、
接
客
や
調
理
の
補
助
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

は
ご
近
所
の
方
な
ど
約
50
人
前
後
の

お
客
さ
ま
に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
私
の
仕
事
と
大
き
く

違
っ
た
の
は「
指
導
員
」と
い
う
肩
書

き
が
つ
い
た
こ
と
で
し
た
。「
私
に
何

が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
」と
は
じ
め
は

緊
張
し
、
肩
に
力
が
入
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
職
員
の

助
言
も
あ
り「
指
導
す
る
」と

い
う
よ
り
も
以
前
の
職
場
で

新
人
さ
ん
を
教
え
て
い
た
よ

う
に
、
仕
事
の
内
容
を
丁
寧

に
伝
え
、
間
違
い
は
き
ち
ん

と
わ
か
り
や
す
く
訂
正
す
る

と
い
う
こ
と
を
目
標
に
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
細
か
な
部
分
の
対
応
は

必
要
で
す
が
、
今
は
私
自
身

が
メ
ン
バ
ー
さ
ん
に
助
け
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
私
と
し

て
は「
同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
」と
い

う
言
葉
が
一
番
ぴ
っ
た
り
く
る
関
係

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
メ
ン
バ
ー
さ
ん
が「
カ
フ
ェ

で
働
い
て
い
る
時
は
自
分
が
病
気
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
わ
す
れ
て
し
ま

う
」と
い
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
言
葉
は

私
の
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
メ
ン

バ
ー
さ
ん
と
と
も
に「
京
都
ふ
れ
あ

い
工
房café 

き
ゃ
ん
ば
す
」を
地

域
に
愛
さ
れ
る
お
店
と
し
て
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●いわたかおる
施　設　名：社会福祉法人伏見ふれあい福祉会
　　　　　　就労移行支援事業・就労継続支援B型事業　京都ふれあい工房
事業所住所：京都市伏見区京町６丁目61
HP／URL：http://k-fureai.com/
ブログ／URL：http://blog.goo.ne.jp/fureai-fukushikai
TEL.075-611-2511　FAX.075-611-2509
職　　　種：職業指導員
経 験 年 数：４年目
▶好きな言葉：ぼちぼちいこか
▶夢中になっている事：温泉めぐり

岩田 薫さん

夢中！ 熱中！

ふくしびと

地域に愛される
お店に!!

メ
ン
バ
ー
に
も
ら
っ
た
言
葉
は
私
の
宝
物
で
す
。

だから続けたい この仕事 地
域
福
祉
の
実
践
交
流
に
６
０
０
名
が
集
合
！

も
い
ち
ど 

み
ん
な
で 〝
え
ん
〞結
び

福祉の現場で働く人た
ちの熱い想

い・メッセージを伝え
るコーナー

です。京都府内で “熱い
福祉”を “夢

中” で実践している方
々にスポッ

トをあてて、元気や楽
しさ、やり

がいを “生” の声でお届
けします。

で
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
大
谷
大
学
山
下
憲

昭
教
授
よ
り「
も
い
ち
ど
　
み
ん
な
で
　

〝
え
ん
〞結
び
　
地
域
で
く
ら
し
を
守
っ

て
い
く
住
民
福
祉
活
動
」と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
下
教
授
か
ら

参
加
者
に
向
け
て「
夢
と
目
標
を
も
っ

て
く
ら
す
こ
と（
自
己
実
現
の
目
標
を

も
つ
）」、「
身
近
な
人
び
と
と
交
わ
っ
て

く
ら
す
こ
と（
社
会
的
存
在
感
を
互
い

に
確
認
す
る
）」な
ど
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、地
域
の

く
ら
し
の
課
題
を「
ご
近
所
パ
ワ
ー
！
」

「
外
出
・
買
い
物
」「
生
涯
現
役
！
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」「
ひ
き
こ
も
り
も
自
閉
症
も

輝
く
個
性
」の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
検
討

す
る
分
科
会
も
設
定
さ
れ
、
各
会
場
は

熱
気
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
会
と
し
て
京
都
式
地
域
包

括
ケ
ア
に
お
け
る
生
活
支
援
活
動
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
第
２
分
科
会

「
地
域
生
活（
外
出
・
買
い
物
）を
豊
か

に
す
る
活
動
」の
報
告
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

京都府社協HP：http://www.kyoshakyo.or.jp/日替りランチ

利用者さんとの
関わり
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福祉巡回車の寄贈
ありがとうございました

　平成25年２月４日（月）ハートピア
京都にて京都府生命保険協会の車両寄
贈式が行われました。京都府生命保険
協会では社会事業の一環として、生命
保険会社の募金を基に、福祉巡回車の
寄贈を毎年行っています。本年は向日
市社会福祉協議会へ車両が寄贈されま
した。

賛助会員募集
京都府社会福祉協議会

　京都府内にお住まいの全てのみなさ
んが、安心して暮らせる福祉のまちづ
くりに向けて活動を行っています。そ
のためにも、教育機関や企業など幅広
い団体の協力を募っております。本会
の活動を支えるための賛助会員へのご
加入をぜひご検討ください。
　詳しくは本会までお問い合わせいた
だくか、本会ホームページ（京都府社協
のご案内）をご覧ください。
TEL.075-252-6291

施設整備にかかる融資事業

　社会福祉施設の新設・改修等にあた
り、「施設整備等融資金貸付事業」を
行っています。貸付対象は社会福祉法
人です（京都市内除く）。福祉医療機構
と併せての借入も可能です。

　詳しくは本会までお問い合わせいた
だくか、本会ホームページ（市町村社
協・福祉事業者の方へ）をご覧ください。
TEL.075-252-6291

福祉職場 就職フェア
京都2013

●日時　  2013年６月１日（土）
10:00 ～ 16:00
（説明会は12:00 ～）

●会場　  みやこめっせ3F
（京都市勧業館）

●対象　  新卒・一般求職者
（未経験者可）

●内容　  合同就職説明会・資格取得相
談・仕事相談・各種休職登録

主催
福祉職場就職フェア実行委員会
（事務局：京都府福祉人材・研修セン
ター・京都府補助事業）
お問合せ先
運営受託会社 株式会社 学情 京都支社
TEL.0120-294-511

ケアマネ受験対策講座
７月開講！

開講予定日
開催日程 講習科目

７月28日（日） 基本視点・ケアマネジメント

８月４日（日） 介護保険制度論Ⅰ
（背景・仕組み）

８月18日（日） 介護保険制度論Ⅱ（保険財政・地域支援事業）
８月25日（日） 福祉サービスの知識等

９月１日（日） 介護保険制度論Ⅲ
（給付手続き・認定）

９月８日（日） 保健医療サービスの知識等
９月27日（金）
10月５日（土） 受験対策直前セミナー

※ 開催日程と講習科目は現在の予定で
す。なお、正式な開催要綱は６月下
旬に送付を予定しています。ご希望
の方は80円切手を貼った定形封筒
に、住所・氏名を記入いただいた返
信用封筒を研修課宛にお送りくださ

い。（送り先：京都市中京区竹屋町
烏丸東入清水町ハートピア京都地下
1F 福祉・人材研修センター 研修課）

平成25年度研修センター
オリジナル研修のご案内

コーチングスキルアップ研修
●日程　  南部１コース

８月26日（月）、27日（火）
南部２コース
９月９日（月）、19日（木）

●申込締切　６月25日（火）
社会福祉士受験対策セミナー
「スタートダッシュ！」
●日程　８月３日（土）
※ 12月に直前セミナーを開催予定
※ ホームページからお申し込みできます。
●申込締切　定員になり次第締切
※  受講料は研修により異なります。そ
の他、随時企画・実施をしておりま
す。詳しくは、下記までお問い合わ
せください。

京都府福祉人材・研修センター研修課
TEL.075-252-6296
本会ホームページ「講座・研修・イベン
ト情報」をご覧ください。

きょうと福祉救援
コーポレートカード
～災害時に福祉施設を支えるために、
　新しいCSRの形～

　福祉施設や企業活動の経費（光熱水
費等）をカード支払いすることで、ポイ
ントを基金（きょうとハート基金）に積
み立て、災害時の施設復旧支援の助成
金に活用する取り組みです。
　詳しくは本会までお問い合わせいた
だくか、本会ホームページ（きょうと福
祉パートナー事業・きょうとハート基
金）をご覧ください。
TEL.075-252-6291

Information
寄付

案内

開催

案内

案内

案内

案内

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

発
行
所
／
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
　
発
行
人
／
宮
本
 隆
司
　
〒
604-0874 京

都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清
水
町
375　

TEL.075-252-6291　
FAX.075-252-6310

印
　
刷
／
株
式
会
社
き
か
ん
し
コ
ム

● 平成25年４月（529号）より、誌面をリニューアルいたしました。これからも読みやすく、
わかりやすい誌面づくりで、福祉関係者や府民の皆様に情報を発信してまいります。引き
続き、ご愛読をよろしくおねがいいたします。（平成25年度から、これまでの年10回発行
から８回に変更いたします。なにとぞご了承ください。

● 「京都の福祉」へのご意見、ご感想、とりあげてほしいテーマなどをお寄せください。
表紙の写真も募集中です。（テーマ「笑顔」）

● 本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp

本紙は、共同募金の配分金に
よってつくられています。
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